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亀岡市史より抜粋 

•   七世紀から十二世紀までの飛鳥～平安時代 

•   大消費都市平安京などに諸物資を丹波からも多くを供給しており、 

•   その物資のひとつが土器や瓦などの焼物であった。 

•   亀岡市内にはそれらの窯業遺跡も多い。 

•   この時代の窯業遺跡は１２ 件 



亀岡市史に写真で残されている主な遺跡 

•  余部遺跡 

•  千歳車塚古墳 

•  鹿谷古墳        

など 

 



亀岡市史 
• １５７５年（天正３年） 明智光秀が丹波入国 

• １６１０年（慶長１５年）閏２月 幕府は諸大名に丹波亀山城の修築を命じる 

藤堂高虎は幕府に丹波亀山城の修築を命じられ、今治城天守を献じて亀山城
天守とする。 

• 同年７月 幕府が諸大名に課した丹波亀山城の修築が竣工する。 

• １８６９年(明治２年）６月 藩籍奉還のさい、亀山藩が亀岡藩と改められ、松平
（形原）信正が藩知事に任命される。 

• １９５５年（昭和３０年） 亀岡市が誕生 

• ２０１４年現在 市制５９年に至る 



亀岡市現状 

•面積 ２２４．９０平方km 

•総人口 ９２，３９９人（２０１０年国勢調査統計による） 













































ご清聴 
ありがとうございました 


